
逸翁美術館 2022 展示 III 

ひゅうどろどろ怪奇まつり 歌舞伎に出てくるオバケだぞ～ 

 

会期：7 月 16 日（土）～9 月 4 日（日） 

番号 外題 絵師／判型 上演年月／場所 役者（役名） 

1 
たけわかまる 

竹若丸 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 29 年(1896)1 月 

中劇場 
四世實川延三郎（飯塚八郎）ほか 

2 
かさねがふちさてもそののち 

累淵扨其後 

初世豊国画 

大判錦絵一枚 

文化 10 年(1813)8 月 

市村座 
七世市川團十郎（与右衛門）、初世尾上松緑（かさね） 

3 
うらみのきぬやまぶきがさね 

恨衣棣棠累 

初世豊国画 

大判錦絵一枚 

文化 5 年(1808)3 月 

市村座 
五世松本幸四郎（羽生村の与右衛門）、五世岩井半四郎（女房かさね） 

4 
てんじくとくべえいこくばなし 

天竺徳兵衛韓噺 

国芳画 

大判錦絵二枚続 

天保 3 年(1832)8 月 

河原崎座 
四世坂東三津五郎（浮世又平）、三世尾上菊五郎（かさねぼふこん） 

5 
てんじくとくべえいこくばなし 

天竺徳兵衛韓噺 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続 

嘉永 2 年(1849)6 月 

河原崎座 

二世尾上菊次郎（累ゆうこん）、初世中村芝雀（祐念上人） 

五世市川團之助（田舎娘おりき）、四世坂東彦三郎（木下川与右衛門） 

6 
とうかいどうよつやかいだん 

東海道四谷怪談 

四世鶴屋南北 

半紙本墨書五冊の内 
文政 8 年(1825) 

 

7 
とうかいどうよつやかいだん 

東海道四谷怪談 

国芳画 

大判錦絵二枚続 

天保 2 年(1831)8 月 

市村座 

三世尾上菊五郎（お岩ぼふこん）、二世関三十郎（伊右衛門） 

三世尾上菊五郎（与茂七） 

8 
とうかいどうよつやかいだん 

東海道四谷怪談 

広貞画 

中判錦絵一枚 

嘉永元年(1848)頃 

見立 
初世大川橋蔵（お岩）、市川助寿郎（宅悦） 

9 
とうかいどうよつやかいだん 

東海道四谷怪談 

芳滝画 

中判錦絵二枚続 

明治 3 年(1870)8 月 

角の芝居 
初世市川右團治（お岩の霊）、五世三枡大五郎（民谷伊右衛門） 

10 
まねてみますよつやのききがき 

当三升四谷聞書 

国芳画 

大判錦絵二枚続 

嘉永元年(1848)9 月 

市村座 

四世市川小團次（於岩のぼうこん、小平のぼうこん） 

八世市川團十郎（神谷仁右衛門） 

11 
かたみぐさよつやかいだん 

形見草四谷怪談 

国周画 

大判錦絵三枚続 

明治 17 年(1884)10 月 

市村座 

三世市川九蔵（直助権兵衛） 

五世尾上菊五郎（お岩の霊、小仏小平、矢頭与茂七） 

三世片岡我童（田宮伊右衛門） 

12 
じっせつさくらのききがき 

実事譚佐倉聞書 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 18 年(1885)12 月 

中劇場 
初世松尾猿之助（惣五郎亡霊）、初世瀬川乙女（おみねの亡霊）ほか 

13 
ひがしやまさくらそうし 

東山桜荘子 

三世豊国画 

大判錦絵二枚続 

嘉永 4 年(1851)8 月 

中村座 

四世市川小團次（浅倉当吾の霊）、四世坂東彦三郎（織越大領） 

初世中村イ蔵（茶道沼田印幡） 

14 
ひがしやまさくらそうし 

東山桜荘子 

国芳画 

大判錦絵二枚続 

嘉永 4 年(1851)8 月 

中村座 

四世市川小團次（桜当吾霊、茶道印馬実ハ当吾霊、 

こし元桜木実当吾の霊） 

四世坂東彦三郎（織越大領）、三世岩井粂三郎（妼桂木） 

15 
さらやしきけしょうのすがたみ 

皿屋敷化粧姿見 

国周画 

大判錦絵二枚続 

文久 3 年(1863)6 月 

市村座 
四世市川小團次（浅山鉄三）、十三世市村羽左衛門（こし元お菊） 

16 
ばんしゅうさらやしき 

播州皿屋舗 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続 

嘉永 3 年(1850)9 月 

中村座 

四世市川小團次（こし元おきく）、八世市川團十郎（浅山鉄山） 

初世片岡市蔵（浅山忠太） 

17 
ばんしゅうさらやしき 

播州皿屋舗 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続 

嘉永 3 年(1850)9 月 

中村座 

四世市川小團次（三平弟弥吉、おきくの霊） 

八世市川團十郎（植木屋十俊実ハ舟瀬三平） 

初世坂東しうか（賎女おはし） 

18 
しんけいかさねがふち 

真景累ケ渕 
辻番付一枚 

明治 29 年(1896)6 月 

開盛座 
  

19 
かいだんぼたんどうろう 

怪談牡丹灯籠 

国周画 

大判錦絵三枚続 

明治 25 年(1892)7 月 

歌舞伎座 

五世尾上栄三郎（飯嶋娘つゆ）、五世尾上菊五郎（同下女よね） 

五世尾上菊五郎（栗橋無宿の伴蔵） 

20 
ちぶさえのき 

乳房榎 
辻番付一枚 

大正 3 年(1914)8 月 

南座 
  

21 
ちぶさえのき 

乳房榎 
辻番付一枚 

大正 3 年(1914)8 月 

中劇場 
  

22 
ばいこうひゃくしゅ 

梅幸百種 

国周画 

大判錦絵百一枚組の内 

明治 26 年(1893) 

見立 
初世三遊亭圓朝、五世尾上菊五郎（塩原太助） 

23 
つまがさねすがたのはなくらべ 

嬲容顔花競 

国芳画 

大判錦絵三枚続 

天保 11 年(1840)11 月 

中村座 

三世嵐吉三郎（有王丸）、初世中山冨三（経政） 

三世尾上栄三郎（千鳥姫） 

四世坂東彦三郎（経政実ハしゆんくはんのぼうこん） 

三世関三十郎（鏡とぎ安六実ハ亀王丸）、初世中村鶴蔵（賎の女おむら） 



24 
やさへいけかぶきのぐんばい 

優平家劇場軍配 

国芳画 

大判錦絵三枚続 

天保 11 年(1840)11 月 

中村座 

三世嵐吉三郎（有王丸）、初世中村鶴蔵（とま蔵） 

三世尾上栄三郎（ちとりのまへ） 

四世坂東彦三郎（しゆんくはんぼうこん） 

四世坂東彦三郎（真虫の次郎吉）、中村森五郎（堀口ぐん太） 

25 
どうじょうじしょうまのゆらい 

道成寺鐘魔由来 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 28 年(1895)5 月 

中劇場 

初世中村琥珀郎（剛寂僧都）、初世市川右團治（娘清姫） 

四世實川延三郎（柾小三太）、二世中村玉七（小田巻姫） 

初世嵐巌笑（修行者安珍実は橘桜木麻呂） 

三世市川荒五郎（真名古庄司） 

26 
どうじょうじしょうまのゆらい 

道成寺鐘魔由来 

一勇斎芦国画 

紙本着色絵看板一幅 

明治 28 年(1895)5 月 

中劇場 
初世市川右團治（清姫の霊） 

27 
てんじくとくべえいこくばなし 

天竺徳兵衛韓噺 

国芳画 

大判錦絵三枚続 

天保 3 年(1832)8 月 

河原崎座 

二世岩井粂三郎（かつしかのお十）、三世尾上菊五郎（木下川与右エ門） 

四世坂東三津五郎（渡し守浮世又平） 

28 
このしたかげはざまがっせん 

木下蔭狭間合戦 

三世豊国画 

大判錦絵二枚続 

安政 3 年(1856)7 月 

森田座 
役者未詳（子分嶌六）、二世尾上菊次郎（木下川幸助） 

29 
じらいやごうけつものがたり 

児雷也豪傑譚話 

国芳画 

大判錦絵三枚続 

嘉永 5 年(1852)7 月 

河原崎座 

松本虎蔵（久上風平）、二世市川九蔵（夜刃五郎） 

八世市川團十郎（児雷也実ハ尾形弘行）、三世嵐璃寛（盗賊大蛇丸） 

初世市川広五郎（逆竹の節八）、三世岩井粂三郎（更科息女田毎姫） 

初世嵐冠五郎（曽平太） 

30 
てんじくとくべえばんりのいりふね 

天竺徳兵衛万里入船 

初世国貞画 

大判錦絵二枚続 

天保 12 年(1841)7 月 

中村座 
四世坂東彦三郎（奴金五郎）、二世尾上多見蔵（天竺徳兵衛） 

31 
くべきよいくものいとすじ 

来宵蜘蛛線 

二世国貞画 

大判錦絵三枚続 

元治元年(1864)10 月 

守田座 

四世中村芝翫（坂田金時）、尾上梅幸（臼井貞光） 

三世澤村田之助（傾城薄雲実は蜘の精）、中村仲太郎（卜部季武） 

三世市川九蔵（渡辺ノ綱） 

32 
おおえやまだんまりみたて 

大江山だんまり見立  

国周画 

大判錦絵三枚続 

慶応 2 年(1866)10 月 

見立 

初世河原崎権十郎（金時五郎宗氏） 

四世市村家橘（土蜘蛛生実はいばらき童子） 

五世坂東彦三郎（頼光左門之助） 

33 
おのえきくごろういちだいばなし 

尾上梅壽一代噺 

国芳画 

大判錦絵三枚続 

弘化 4 年(1847)7 月 

市村座 

初世坂東しうか、三世尾上菊五郎（古猫之怪） 

五世澤村宗十郎（日本駄右エ門） 

34 
くらまやま 

鞍馬山 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 27 年(1894)5 月 

中劇場 
初世市川右團治（鞍馬山増正坊）、二世中村玉七（御曹司牛若丸） 

35 
けいせいはなぶさぞうし 

けいせい英草紙 

国員画 

中判錦絵三枚続 

安政 5 年(1858)1 月 

角の芝居 

三世嵐璃寛（桐太郎）、二世嵐璃珏（奴角介） 

四世三枡大五郎（吉川景任） 

36 
いばらき 

茨木 

国周画 

大判錦絵三枚続 

明治 16 年(1883)4 月 

新富座 
初世市川左團次（渡辺綱）、五世尾上菊五郎（茨木） 

37 
さんごくようふでん 

三国妖婦伝 

二世国貞画 

大判錦絵三枚続 

文久 3 年(1863)10 月 

守田座 

六世坂東三津五郎（藻女実は待賢門院） 

二世中村福助[成駒屋]（那須八郎宗重） 

四世中村芝翫（九尾狐、安倍泰成） 

38 
ぬえたいじあやめにんぎょう 

鵺退治菖蒲人形 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 26 年(1893)6 月 

中劇場 

四世澤村源之助（菖蒲ノ前）、四世嵐璃寛（源三位頼政） 

三世片岡我當（鵺）、五世嵐吉三郎（猪ノ早太） 

39 
ぬえたいじ 

鵺退治 

三世鳥居清忠画 

小番付一枚 

明治 32 年(1899)3 月 

歌舞伎座 
五世尾上菊五郎（猪早太高直）、九世市川團十郎（源三位頼政） 

40 
よりまさぬえものがたり 

頼政鵺物語 

長国･長秀画 

大判錦絵二枚続 

文政 4 年(1821)8 月 

北の新地芝居 

初世嵐橘三郎（源三位頼政）、中山一蝶（猪の早太） 

四世嵐小六（あやめのまへ） 

41 

おおあたりきょうげんづくし 

おのえきくごろう 

大当狂言尽尾上菊五郎 

北英画 

大判錦絵一枚 

天保 2 年(1831)3 月頃 

見立 

三世尾上菊五郎（芸者かさね、名古や山三、佐藤与茂七、 

お岩ノ亡魂、天竺徳兵衛、仁木弾正、玉藻前、由良之助、 

菅丞相、大工六三、さくら丸） 

42 

おのえきくごろう 

あたりきょうげんあわせ 

尾上菊五郎当り狂言合 

貞房画 

大判錦絵一枚 

天保 9 年(1838)11 月 

見立 

三世尾上菊五郎（らかん、仁木直則、羽生の助のごくもん、 

玉屋新兵衛、ねこばけ、ちようちんおいわ、ふところのお岩、 

といたかゑし、天竺徳兵衛、九尾のきつね、玉もの前、座頭徳市） 

五世市川海老蔵（民谷伊右衛門） 

43 
おのえきくごろういちだいばなし 

尾上梅壽一代噺 

国芳画 

大判錦絵二枚続 

弘化 4 年(1847)7 月 

市村座 
三世尾上菊五郎（那伽犀耶尊者）、五世澤村宗十郎（日本駄右衛門） 

44 
きくづきいりふねものがたり 

菊月入船噺 

国広画 

大判錦絵三枚続の内 

文政 3 年(1820)7 月 

角の芝居 
三世尾上菊五郎（与右衛門、かさね） 

45 
いろはがなよつやかいだん 

いろは仮名四谷怪談 

北洲画 

大判錦絵一枚 

文政 9 年(1826)1 月 

角の芝居 
三世尾上菊五郎（お岩の霊） 

46 
てんじくとくべえいこくばなし 

天竺徳兵衛韓噺 

初世国貞画 

大判錦絵三枚続 

天保 3 年(1832)8 月 

河原崎座 

三世尾上菊五郎（かさねおんこん）、四世坂東三津五郎（浮世又平） 

二世岩井粂三郎（又平妹おふで） 



47 
くるわくるわだてのおおよせ 

曲輪来伊達大寄 

国芳画 

大判錦絵三枚続 

天保 7 年(1836)2 月 

市村座 

初世三枡源之助（木下川与右エ門）、三世尾上菊五郎[梅幸]（新造高尾、

羽生村助の亡魂）、三世尾上栄三郎（げい者お菊） 

48 
きじゅつじゅうにしのうちね 

奇術十二支之内子 

国周画 

大判錦絵十二枚組の内 

明治 10 年(1877)2 月 

見立 
初世市川左團次（頼豪阿闍梨） 

49 
きじゅつじゅうにしのうちうし 

奇術十二支之内丑 

国周画 

大判錦絵十二枚組の内 

明治 10 年(1877)2 月 

見立 
五世尾上菊五郎（瀧夜叉姫） 

50 
きじゅつじゅうにしのうちとら 

奇術十二支之内寅 

国周画 

大判錦絵十二枚組の内 

明治 10 年(1877)2 月 

見立 
二世澤村訥升（虎王丸） 

51 
きじゅつじゅうにしのうちみ 

奇術十二支之内巳 

国周画 

大判錦絵十二枚組の内 

明治 10 年(1877)2 月 

見立 
四世中村芝翫（大蛇丸） 

52 
きじゅつじゅうにしのうちうま 

奇術十二支之内午 

国周画 

大判錦絵十二枚組の内 

明治 10 年(1877)2 月 

見立 
初世市川左團次（駒姫） 

53 
きじゅつじゅうにしのうちさる 

奇術十二支之内申 

国周画 

大判錦絵十二枚組の内 

明治 10 年(1877)2 月 

見立 
五世尾上菊五郎（三生の小猿） 

54 
きじゅつじゅうにしのうちとり 

奇術十二支之内酉 

国周画 

大判錦絵十二枚組の内 

明治 10 年(1877)2 月 

見立 
九世市川團十郎（児雷也） 

55 
きじゅつじゅうにしのうちいぬ 

奇術十二支之内戌 

国周画 

大判錦絵十二枚組の内 

明治 10 年(1877)2 月 

見立 
五世坂東彦三郎（犬上兵部） 

56 
こばたこへいじ こいつかみ 

小幡小平次・鯉つかみ 
辻番付一枚 

大正 4 年(1915)8 月 

南座 
  

57 
えいりおとぎぞうし 

彩入御伽草 

初世豊国画 

大判錦絵一枚 

文化 5 年(1808)閏 6 月 

市村座 
初世尾上松助（小はた小平次）、初世尾上栄三郎（弥陀二郎） 

58 
あずまかがみかいだんばなし 

東鑑怪談噺 

初世国貞画 

大判錦絵二枚続 

天保 11 年(1840)6 月 

河原崎座 

四世坂東彦三郎（小仏小平二、女房おつる） 

八世市川團十郎（團十郎吉之助） 

59 
かいだんこはだこへいじ 

怪談小幡小平治 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続 

嘉永 6 年(1853)9 月 

河原崎座 

初世坂東しうか（小平女房お塚）、四世坂東彦三郎（安達左九郎） 

二世嵐璃珏（小幡小平次、小平次ゆうれい） 

三世浅尾奥山（源西坊主塔六） 

60 
かいだんこはだこへいじ 

怪談小幡小平治 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続 

嘉永 6 年(1853)9 月 

河原崎座 

初世坂東しうか（小平次女房お塚）、四世坂東彦三郎（安達左九郎） 

三世浅尾奥山（現西坊）、二世嵐璃珏（小平次亡霊） 

61 
こはだのかいいあめもふるぬま 

小幡怪異雨古沼 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続 

安政 6 年(1859)7 月 

市村座 

三世岩井粂三郎（小平次女房お塚）、四世市川小團次（小平次亡霊） 

三世関三十郎（安達多九郎）、二世澤村訥升（香西喜次郎） 

62 
すみだがわごにちのおもかげ 

隅田川続俤 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 31 年(1898)3 月 

中劇場 

初世市川右團治（法界坊の霊）、四世嵐橘三郎（道具屋甚三） 

四世中村芝雀（娘おくみ） 

四世實川延三郎（手代要助実は吉田宿位之介） 

63 
すみだがわごにちのおもかげ 

隅田川続俤 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 31 年(1898)3 月 

中劇場 

四世實川延三郎（吉田宿位之介） 

初世市川右團治（野分姫の霊）、四世中村芝雀（娘おくみ） 

二世中村玉七（渡し守おかん） 

64 
すみだがわごにちのおもかげ 

隅田川続俤 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 31 年(1898)3 月 

中劇場 

四世實川延三郎（吉田宿位之介）、四世中村芝雀（娘おくみ） 

初世市川右團治（法界坊・野分姫の霊）、二世中村玉七（渡し守おかん） 

65 
すみだがわごにちのおもかげ 

隅田川続俤 

芳滝画 

中判錦絵四枚組の内 

明治 7 年(1874)5 月 

角の芝居 
初世市川右團治（法界坊） 

66 
すみだがわごにちのおもかげ 

隅田川続俤 

北洲画 

大判錦絵一枚 

文政 3 年(1820)3 月 

角の芝居 
三世桐山紋治（手代庄八）、三世中村歌右衛門（法界坊） 

67 
すみだがわごにちのおもかげ 

隅田川続俤 

春子画 

中判錦絵一枚 

文政 10 年(1827)4 月 

北堀江芝居 
三世中村歌右衛門（法かい坊） 

68 
かいだんすみだがわ 

怪談隅田川 

国芳画 

大判錦絵三枚続 

嘉永元年(1848)6 月 

市村座 

二世中村源之助（要助実ハ吉田の少々） 

初世坂東しうか（都鳥のおしづ） 

四世市川小團次（野分姫のぼうこん、法界坊ぼうこん） 

八世市川團十郎（下部軍助） 

69 
ふたおもてつきのことのは 

両顔月詠歌 

国芳画 

大判錦絵二枚続 

弘化 4 年(1847)7 月 

河原崎座 
四世中村歌右衛門（野分姫ぼうこん）、四世尾上梅幸（おくみ） 

70 
かさねおうぎちよのまつわか 

重扇寿松若 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続 

安政 4 年(1857)閏 5 月 

森田座 

二世坂東玉三郎（弥生ひめ） 

三世市川市蔵（新田梅次郎、おつるろくろ首） 

六世市川團蔵（こむそう来山） 



71 
はなのさがねこまたぞうし 

花埜嵯峨猫魔稿 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続 

嘉永 6 年(1853)9 月 

中村座 

八世市川團十郎（伊東荘太）、四世市川小團次（後室さが乃方） 

四世尾上梅幸（愛妾胡蝶） 

72 
ときわのいろおうぎのうつしえ 

松朝扇うつし絵 

三世豊国画 

大判錦絵三枚続の内 

安政 4 年(1857)9 月 

中村座 
初世尾上和市（壱本足、とうふかひ） 

73 
たむけのしきしかきつのふつつか 

法四季紙家橘拙 

鴬斎画 

大判錦絵四枚組の内 

文久 2 年(1862)8 月 

市村座 
四世中村芝翫（鳥さし）、三世市村竹松（木ノ葉天狗） 

74 
こいもみじおぐらのしきし 

濃紅葉小倉色紙 

無款 

中判錦絵二枚続 

万延元年(1860)5 月 

天満 
初世實川延三郎（笹原隼人、三吉狐）、三世中村友三（南京弥平治） 

75 
ほうねんすがた 

賑 

広貞画 

中判錦絵三枚続 

嘉永 5 年(1852)1 月 

若太夫芝居 
二世尾上多見蔵（実のりの白狐、菓子売、いさめの幟差） 

76 
けいせいはなぶさぞうし 

けいせい英草紙 

芳滝画 

中判錦絵十枚組の内 

明治 4 年(1871)頃 

見立 
七世嵐雛助（天狗小僧霧太郎） 

77 
だてくらべおくにかぶき 

伊達競阿国戯場 

三世国貞画 

大判錦絵三枚続 

明治 22 年(1889)10 月 

桐座 

市川権十郎（男之助）、五世尾上菊五郎（ねづみ、仁木） 

初世市川ぼたん（千松）、中村銀之助（鶴千代） 

九世市川團十郎（政岡） 

78 
はなくらべおおさかうまれ 

花競芦都産 

無款 

紙本着色絵看板一幅 

明治 20 年(1887)2 月 

新町座 
四世嵐橘三郎（野晒悟介）ほか 

79 
ばいこうひゃくしゅ 

梅幸百種 

国周画 

大判錦絵百一枚組の内 

明治 26 年(1893) 

見立 
五世坂東彦三郎（浮世戸平）、五世尾上菊五郎（野さらし語助） 

80 
さとのいろあげ 

廓色揚 

広貞画 

中判錦絵一枚 

弘化 4 年(1847)8 月 

筑後の芝居 
二世片岡我童（うでの胴助） 

81 
みたておのえきくごろう 

見立 尾上菊五郎 

国芳画 

大判錦絵三枚続の内 

天保 8 年(1837)9 月 

見立 
三世尾上菊五郎 

82 
かんだっこ・いんのだっき 

神田児・殷妲妃 

柳蛙画 

大判錦絵三枚続 

明治 32 年(1899)7 月 

市村座 
山口定雄（大工幸吉、九尾狐、妲妃） 

83 
いんのだっき 

殷妲妃 

小信画 

小番付一枚 

明治 34 年(1901)2 月 

浪花座 
山口定雄（九尾の狐） 

84 
おきょうげんがくやのほんせつ 

御狂言楽屋本説 

三亭春馬著 

初編 国貞・芳艶画 

二編 歌川国綱画 

半紙本二編四冊の内 

安政 6 年(1859)刊   

85 
わきのぼるみずにこいたき 

『演芸倶楽部』より湧昇水鯉滝 
博文館刊 

大正 3 年(1914)9 月 

本郷座 
二世市川右團治（滝窓志賀之助） 

86 
ゆうれいず 

幽霊図 

初世實川延二郎筆 

紙本着色一幅 
明治30年代(1900年頃) 

 

87 
きょうがのこむすめどうじょうじ 

京鹿子娘道成寺 

初世国貞画 

大判錦絵一枚 

文化 13 年(1816)3 月 

中村座 
七世市川團十郎（成田の八郎） 

番外 
巨大迷路鬼太郎のドッキリ
妖怪城 

B2 ポスター 
平成元年(1989)7 月 

宝塚ファミリーランド 
  

番外 
水木しげるの怪談びっくり
絵巻 

B2 ポスター 
昭和 57 年(1982)7 月 

宝塚ファミリーランド 
  

番外 水木しげるの妖怪大作戦 B2 ポスター 
昭和 46 年(1971)7 月 

宝塚ファミリーランド 
  

番外 
水木しげるの爆笑パニック
おばけ大合戦 

B2 ポスター 
昭和 51 年(1976)7 月 

宝塚ファミリーランド 
  

番外 
ゲゲゲの鬼太郎のお化け 
ビックリ街道 

B2 ポスター 
平成 2 年(1990)7 月 

宝塚ファミリーランド 
  

     

    

 

  ウェブサイト「阪急文化アーカイブズ」にて展示品の画像を一部公開しています 

次回 
予告 

逸翁美術館 2021 展示 IV「食器愛玩 ～食を彩る器～」 2022 年 9 月 17 日（土）～11 月 27 日（日） 


